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知財金融事業 普及啓発セミナー

株式会社 島根銀行

「知財金融事業取組紹介について」

2026年7月24日

島根銀行 企業支援室

上席次長 石田 一起



1.取組状況
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◆知財金融事業公募申請数

年度 件数

2017 1

2018 2

2019 3

2020 3

2021 2

2023 1

2024 2

2025 1

✓ 本事業への取組として、概ね毎年度公募
申請を実施している。

✓ 本事業への理解とお客様へのアプローチ
が銀行全体を通して浸透してきている。

✓ 2026年度も現時点で1件の申請を予定し
ている。

◆取組に対しての営業店と本部体制について

✓ 毎年度、公募開始となった際に本年度の知財金融事業についてアナウンスを実施。

✓ 顧客別に課題やアクションプランを記載した当行独自シートを作成。営業店が顧客
からヒアリングした内容を記載。知財に関わる項目を本部が集約し、個別に本事業
への案内や公募後についても継続的に支援を実施。
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✓ 弊行の方針として、報告書作成段階のヒアリングにおいても積極的に参加し、顧客任せにし

ないことを意識付けした。また、本部職員も同席し、営業店と一体となってフォローを行った。

✓ 営業店担当者は、知財を保有していることはわかっていたが、内容については不明な部分が

多くあり、知見を深められた。また、顧客とリレーションを図る機会が増え、信頼関係構築が図

れた。

2.報告書について

◆報告書作成段階

◆報告書作成後

✓ 顧客からの声（一例）

• 特許という観点で市場を見る発想が今までなかったが、良い気づきとなった。特に特許で抑え

る点とノウハウで抑えるところなどの線引きを考えるきっかけとなった。

• 知財を活用した経営戦略策定に向けて方向感が示され、販路拡大や新たな技術開発に

向けて取り組むべき事項が明確となった。



3.事業後支援
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◆第三者承継を検討（建設業）

✓ 本事業をきっかけに自社が保有している知財を評価してもらい、強み・弱
みを再認識した。

✓ 事業を継続していく中で、知財を世の中に残していきたい意向は強まって
いるが、社内に後継者は不在。

✓ 人手不足が深刻化していく中で、知財による人手不足解消や工期の短縮
が図れる技術であり、その技術の良さを理解し、普及できる方に引き継い
でもらいたい意向あり。

✓ 本事業で弊行もその良さを理解してくれていると認識してもらい、後継者探
しを一任される。現在、承継に向けて準備を進めている。

◆企業価値向上に向けたプログラムに参加（製造業）

✓ 本事業をきっかけに深耕が図れた企業に対して、更なる企業価値向上を
目指して、島根県と連携している支援プログラムを案内。

✓ 既存事業の成長と新事業の収益化を図る支援プログラムとなっており、島
根県を代表する中核企業を育てる取組。

✓ 本事業で見えた強みを活かし、新たな領域への進出に役立てたいと応募。
✓ 県内有数の企業の中から見事に選出された。
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３.事業後支援②

✓ 弊行も島根県と連携しており、県を
代表する企業への成長を促してい
る。



４.最後に
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✓ 知財金融事業の目的は、中小企業の事業の内容や成長可能性を、知財に着目

して理解することが大事である。

✓ 特に中小企業において、知財を最大限に活かされていないケースが多くあり、金融

機関として評価した上で、それを踏まえて必要な事業や経営の支援を行うことが求

められている。

✓ 顧客が求めているニーズを的確に捉えた提案を実施できるように知財の見える化を

図り、顧客との目線合わせが特に重要。

✓ 弊行では、本事業を通じて、派遣された専門家とも関係性が深まったことで新たに

知財登録を検討している顧客紹介を実施するなどの取組も実施。

以 上
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